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地域クラブ「みんなのブカツ」

　体力・技術の向上だけでなく、集団活動の中で責任感・連帯感を養うことができる部活動は、教育面で大
きな意義を持ちます。しかし、現在のままでは続けていくことが難しくなっています。

　平日は自分の通う学校に設置された部活動に参加し、休日は地域クラブで活動をします。こどもたちは
自分に合った種目やチーム・団体を選び、学校の枠を超えて集まった仲間と共に目標を持って活動できます。
これまでの学校部活動の良いところは残し、新たな仲間やチーム・団体で活動する。それが、地域クラブ「み
んなのブカツ」です。

　市内22中学校には、約220の部活動があります
が、少子化による生徒数と教員数の減少で、廃部や
休部になる部活動が増えています。

　部活動指導、休日の練習や大会が、教員の
長時間勤務の要因のひとつとなっています。
また、指導はやりがいもありますが、各種目
の指導経験や専門性がない教員にとっては、
特に大きな負担になることがあります。

「地域展開」

続けられない理由 1 続けられない理由 2

希望する活動ができない 増え続ける教員への負担
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なぜ「地域展開」が必要なのか

令和8年秋、休日の部活動は終了し
地域クラブ「みんなのブカツ」へ移行します

市内中学校生徒数の推移（昭和63～令和6年）

中学校生活の楽しみの一つ、「部活動」。
これまでは中学校の教員が顧問となり学校
主体で行ってきましたが、急速な少子化や
教員の働き方改革を背景に、地域が主体と
なる仕組みに移行する動き「部活動の地域
展開」が、全国的に進んでいます。本市で
も中学校の休日に行う部活動を地域主体の
活動へ展開するため、さまざまな取り組み
を始めています。

A New Approach to Club Activities

みんなの
新しいカタチ部活動の新しいカタ

チ

みんなのブカツA New Approach to Club Activities

四日市市教育委員会が認定した地域クラブのこと
で、中学生が安心して活動できるよう、四日市市地
域クラブ活動ガイドラインなどに示された一定の基
準を満たしています。

地域クラブ
「みんなのブカツ」
地域クラブ
「みんなのブカツ」とは？

Q

A
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InterviewInterview
令和 7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度以降

10月～２月 3月 4月～8月 9月～11月 12月

体験・見学期間 地域展開開始 完全地域展開

学校
部活動

令和7年度の
中学２年生

令和7年度の
中学 1年生

令和7年度の
小学６年生

「みんなのブカツ」

　国の「休日の部活動（運動・文化部活動）における地
域展開を進める」という方針を受けて、本市では今ま
で学校で担ってきた休日の部活動を地域クラブ活動へ
展開する準備を行っており、令和 8 年 12 月を目途とし
て地域展開を完全実施する見通しです。
　学校と地域の連携・協働により、少子化時代にも生
徒が希望するスポーツ・文化芸術活動に親しむことがで
きる環境づくりを進めています。
教員や生徒・保護者・指導者な
どさまざまな関係者が、出来る
限り負担なく関わることができ
る、持続可能な活動を目指しま
す。

今とこれから

　令和 5 年度から「総合型地域スポーツクラブとの連携」と「拠点型活動」の２本柱で、実証事業に
取り組んできました。今年度は、五つの総合型地域スポーツクラブとの連携、16種目の拠点型活動を
行い、総勢1,500 人を超える生徒が活動しています。来年度には、活動頻度や活動場所をさらに充
実させ、生徒たちの活動の選択肢を増やしていきます。

　随時、四日市市教育委員会ホームページなどで、実施種目・クラブ名・活動拠点などを紹介
します。また、令和８年の春から地域展開の本格実施までに、見学・体験期間を設けます。い
ろいろな種目やクラブの活動を見て、どの「みんなのブカツ」に入るかを決めることができます。

・専門的な指導が受けられる
・活動の選択肢が広がる
・人間関係が広がる

・�地域の人とこどもたちが交流する
機会が増え、地域の活性化につな
がる
・教員の働き方改革を推進できる

これまでの市の取り組み

総合型地域
スポーツクラブとの連携

既存の総合型地域スポーツクラ
ブが中学生の休日の活動を受け
入れる
活動場所   各クラブが使用する施

設や学校施設
指導者   各クラブの指導員
実施種目  クラブによる

運動系は夏の中体連、文化系は秋のコンクールまで
学校部活動を行い、学校名で大会・コンクールに出場

学校部活動に参加

学校部活動に参加

学校部活動に参加

教育委員会 教育推進課
みんなのブカツ推進室　清水

本市の目指す地域クラブ「みんなのブカツ」地域展開の今とこれから

それだけじゃない！

●学校にある種目
　から選ぶ
●学校にある種目
　から選ぶ

多くの仲間と活動できる さまざまな種目から選べる

誰もが楽しめる 生活スタイルに合わせて活動できる

試合形式の
練習なども

できるようになる

試合形式の
練習なども

できるようになる

より上を目指して
しっかり練習したい
より上を目指して
しっかり練習したい ビギナ

ーも
ビギナ

ーも

中学校入学後から
始めたい
中学校入学後から
始めたい

平日と週末で
種目を変える
平日と週末で
種目を変える

●学校の垣根を越えて
　自由に選べる
●今までの部活動には
　なかった種目を選べる

●学校の垣根を越えて
　自由に選べる
●今までの部活動には
　なかった種目を選べる

部活動

週末

平日

地域クラブ

経験者
も！

経験者
も！ 平日ONLY

週末ONLY

チームの人数が
充実

チームの人数が
充実

これからの動き

どこで活動できる？

地域展開のメリット

平日は学校部活動に参加

平日は学校部活動を実施

休日は「みんなのブカツ」として活動・大会参加

休日は実施しない

平日は学校部活動に参加

休日は「みんなのブカツ」として活動・大会参加

令和 7年度

令和 8年度

「みんなのブカツ」

こども

拠点型活動
各種目の協会・連盟などが主催し、市内に一つ以上の拠
点をつくって活動
活動場所   市内スポーツ・文化施設、学校施設など
指導者   社会人指導者、退職教員、兼職兼業を希望す

る教員
実施種目   軟式野球、剣道、柔道、ハンドボール、テニス、

サッカー、バスケットボール、卓球、バレーボール、
ソフトテニス、水泳、バドミントン、陸上競技、ソ
フトボール、吹奏楽、合唱

新たにできる地域クラブ

A New Approach to Club Activities
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市内中学校会場での練習

新しい活動のカタチみんなでつくる、新しい活動のカタチ
　部活動の地域展開には、地域の指導者や保護者、教員など多くの人の協力が欠かせません。実際に、地
域での活動はどのように行われているのか、指導者や生徒の声を交えて紹介します。

　この会場での活動に参加するのは２回目です。指導してくれる人が、
プレーをよく見てくれていて、気になったことがあるとすぐに教えてく
れるので、上達しやすいと思います。平日と休日、両方でしっかり練
習できて、すごく自分の力になっていると実感しています。もっと上
達して、いろんな人から注目される選手になりたいです。

　元 、々音楽に興味があって学校の吹奏楽部に入りました。担当のホルン
は難しいけれど、だんだん音が出せるようになり楽しくなりました。みなみ
ウインズの活動では、いろんな金管楽器を演奏できる指導員の人がいて、
一緒にホルンを吹いてお手本を見せてくれるので、実際にどういう音が鳴る
のかがイメージしやすく、息の使い方も分かりやすいです。苦手なことを一
つずつクリアして、みなみウインズの音楽を、地域の皆さんに届けたいです。

　以前からピアノを習っていて、他の楽器も演奏してみたいと思い、
学校の吹奏楽部に入部しました。３年生になって引退をしましたが、
高校に入っても吹奏楽を続けたいと思っています。吹奏楽は楽器を練
習して演奏するだけではありません。技術を磨く日々の中での、仲間
とのつながりや達成感がこの活動の魅力です。たくさんの人に、吹奏
楽の楽しさを知ってもらいたいです。

内部中学校２年生　田中さん

生徒のレベルに合わせた個別指導 地域指導員による実演指導図書室での練習。円になってお互いの音を確かめる

南中学校 2年生　葛西さん

南中学校3年生　柴田さん

Interview InterviewInterview Interview
　四日市ソフトテニス協会の役員を務めているつながりから、ソフトテニスの
指導員をしています。中学校からソフトテニスを始めた人でも、きちんと試合
ができるように、まずは基礎固めに重点を置いています。複数の指導員で、
生徒一人ひとりのレベルに合わせて、「どうすれば上手くなるのか」「どう打て
ばいいのか」を丁寧に教えています。多くの生徒にテニスの楽しさを知っても
らい、ぜひ続けてもらいたいなと思います。

　中学校での楽器との出会いが、こどもたちの人生を豊かに広げていくきっかけ
になってくれればと願っています。楽器を長く続けてもらえるよう、正しい姿勢や
呼吸など楽器演奏の基本を大切に、日々指導しています。自分ひとりで楽器を始
めるのは大変ですが、「みんなのブカツ」なら、これまでの部活動のように誰もが楽
器にチャレンジでき、仲間とともに音と心を合わせ、音楽を楽しむことができます。
　部活動の地域展開で地域と学校が協力し、「吹奏楽をやりたい」と思ってくれる
四日市のこどもたちの可能性を広げ、音楽の入り口を守りたいと思います。

四日市中学生ソフトテニススクール指導者　𠮷𠮷川さん 四日市みなみウインズ指導者（南中学校吹奏楽部顧問）　髙橋さん

　中学校に入学してからソフトテニスを始めました。苦手なこともあ
るけれど、丁寧に指導してくれるので安心して練習できています。休
日はダブルスの練習など、平日の部活動とはまた違う練習内容に取り
組めています。他の中学校の人と一緒に練習できるので、友達の輪が
広がることもこの活動の魅力です。

内部中学校１年生　飯田さん

ラケットの握り方など細かく指導

四日市ソフトテニス協会が行う練習会（拠点型活動） 四日市中学生ソフトテニススクール 南中学校吹奏楽部を母体とした地域クラブ 四日市みなみウインズ

●この特集についてのお問い合わせ・ご意見は　みんなのブカツ推進室　☎354-8142　ＦＡＸ354-8475

A New Approach to Club Activities
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生ごみ以外
約70％

生ごみ
約30％

食品ロス
生ごみのうち

約40％

食品ロス
以外

●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は　健康づくり課　☎ 354-8291 FAX 353-6385 ●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は　生活環境課　☎ 354-8192 FAX 354-4412

肥満の予防 脳の活性化 消化が良くなる 血糖値の急上昇
を抑える

血
糖
値

時間

毎日繰り返す食事、つい早食いになっていませんか。
よくかんで食べることは健康への第一歩です。
毎日の健康のために、かむ回数が増える食事を取り入れていきましょう。

自然とかむ回数が増える「調理」の工夫

市のごみ処理には市民の皆さんの税金が使われています。
家庭から出るごみの量が増えると、ごみの処理にかかる費用が増大します。
また、ごみを焼却したときには、温室効果ガスのひとつである二酸化炭素が発生します。空気中の温室
効果ガスが増えつづけると、地球温暖化の進行にもつながります。
お財布にも環境にもやさしくするために、一人ひとりがごみの減量を意識して生活することが大切です。

　本市は、「デコ活」（脱炭素につながる新しい豊か
な暮らしを創る国民運動）に賛同し、この運動を推
進しています。脱炭素社会の実現には、一人ひとりが
自分事として取り組むことが重要です。できることか
ら「デコ活」の一環として生ごみの減量と資源化に取
り組んでみましょう。

　家庭から排出される可燃ごみの中には、食べ残しや賞味
期限切れ、調理中に発生した生ごみが多く含まれています。
令和5年度に実施した調査では、可燃ごみの約30％が生ごみ
で、その生ごみのうち約40％は食品ロス（まだ食べられるの
に廃棄されてしまう食品）でした。
　市では、生ごみの減量と資源化を目指して、生ごみ処理機
の購入補助金の交付や、生ごみ処理を学べるセミナーのほ
か、余った食品を必要とする人にマッチングする事業を実施
しています。自身のライフスタイルに合わせた、ごみの減量
手法を探してみましょう。

使い切りで地球を救おう

家庭や企業で余っている食品を、
必要とする人にマッチングする

「フードドライブ」

生ごみ処理機の活用法を学ぶ
セミナー

が生ごみ可燃ごみの 約30％

1.使いきり
2.水きり
3.食べきり

今日からできる、ごみ減量の取り組み

家庭での「3キリ」
生ごみの

70～80％は水分。
水切りだけでも
減量効果大！詳しくは、

市ホームページを
ご覧ください

電気も省エネ 断熱住宅
こだわる楽しさ エコグッズ
感謝の心 食べ残しゼロ
つながるオフィス テレワーク

園児の部 小学１～３年生の部 小学４～６年生の部

量の目安は「1食ごとにいただきグー」

エンゼル幼稚園（5歳児クラス）
中村瑠

る な

那さん

夏休みに「1食ごとにいただきグー」啓発ポスターを募集しました。たくさんのご応募ありがとうございました。
毎食、自分のげんこつ大1個分の野菜を食べれば、1日に必要な野菜350gを摂ることができます。

「1食ごとにいただきグー」を合言葉に、野菜の量を確認しましょう。

中学生の部

内部東小学校2年
丸山絵

え ま

麻さん
川島小学校5年
斉藤成

なる

軌
き

さん
富田中学校2年
大川ゆいさん

各部門の最優秀賞作品

皮付きのまま
調理する

 
大きく切る

繊維に沿って
切る

硬めに
仕上げる 

いくつかの
食材を

組み合わせる

例）ハンバーグに野菜や
 　　きのこなどを入れる

デ

コ

カ

ツ

可燃ごみの内訳

野菜を食べて
かむ回数を増やそう！

よくかむことのメリット

食品ロス 生ごみ

ことは
いいこといっぱい！
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１月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪！」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

認知症の当事者や家族に寄り添う
ボランティア「認知症フレンズ」会長

渡辺司郎さん

また、認知症カフェで出会った男性介護者がぽ
つんと一人でいたので話しかけると、とても喜ば
れました。そんな経験から、当事者や家族と日ご
ろから心を通わせ、気持ちに寄り添い、信頼関係
を築けるように心掛けて活動しています。

当事者の想いを通じてみんながつながる
昨年、フレンズの活動でうれしい出来事があり

ました。それは、当事者の一人が何気なく話した「歌
手で俳優の松平健さんのヒット曲『マツケンサン
バ』を披露したい」という夢を、９月に開催され
た認知症市民公開講座で実現できたことです。当
事者の「やってみたい！」の声に、フレンズの仲
間や当事者の家族、支援者が賛同し、皆で一緒に、
楽しみながら練習を重ねました。当日の発表は大
盛況で、共感の輪が広がったことを実感できました。
また、この活動を知った松平さんから直筆のサ

イン色紙が届き、一同大喜びしました。

安心できる居場所を一緒に作って一緒に楽しむ
フレンズの活動は、介護予防等拠点施設「ステ

ップ四日市」を拠点にしています。フレンズと当
事者が「園芸・畑班」や「認知症カフェ班」など
五つの班に分かれ、楽しみながら交流しています。
認知症の診断は、本人にも家族にも大きな衝撃

をもたらします。しかし認知症になると「何もで
きなくなる」わけではありません。私たちフレン
ズは、当事者が好きなことを続けられるよう、安
心できる居場所を一緒に作り、一緒に楽しみたい
と思っています。そういう活動が地域にも根付い
てくれることを願いながら、これからも当事者の
尊厳を大切にする取り組みを続けていきたいです。

寄り添い、信頼関係を築く大切さ
民生委員をしていた８年前、認知症サポーター

養成講座を受講したのをきっかけに、フレンズの
一員として活動を始めました。
ある日、当事者がトラブルに巻き込まれ困惑し

ていたことがありました。その人とは何度も顔を
合わせたことがあったため、私の顔を見ると安心
した様子で、ほっとした表情を見せてくれました。

認知症の当事者や家族と支え合いながら仲間
や友達のように歩むボランティア「認知症フレン
ズ」（以下、フレンズ）。会長の渡辺司郎さんは、
認知症当事者（以下、当事者）の意思を大切にし、
やりたいことが実現できるようさまざまな活動を
しています。当事者や家族が地域で孤立しない
ため、認知症への理解の輪を広げ、当事者らに
寄り添う社会のあり方についてお聞きしました。

「ステップ四日市」の畑での
園芸活動

松平さんから届いた色紙の報告のため
表敬訪問

松平さんから届いた
メッセージ入り色紙

→
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四日市港に初寄港した、朝日を浴びる飛鳥Ⅲ

人権のひろば
毎月

22日は「人権
を確かめ合う日」です

人権・同和教育シリーズ

問 こども家庭センター
（ TEL 354-8298　 FAX  354-8061）

昨年末は、四日市港に最新の大型客船飛鳥
Ⅲが寄港したり、中心市街地で円形デッキ「よ
んまるテラス」の供用を開始したりするなど、
明るい話題がありました。一方で、９月の大
雨に伴う災害を受け、改めて、災害に強いま
ちをつくる取り組みを進めています。
さて、今年は、２月１日に中心市街地や開
放的な海の景色を楽しめる「第１回　四日市
みなとランフェスティバル」を開催します。
北勢地域唯一のロードレースで、3,000人を
超える申し込みがあり、今から開催がとても
楽しみです。
また、中央通り再編事業は、円形デッキと

近鉄四日市駅をつなぐ直線デッキの工事が進
んでいます。６月には、直線デッキが完成し、
あすなろう四日市駅までがシームレスにつな
がります。
そして、こどもたちが、優れた文化芸術や

スポーツに触れることができる「こどもみら
いクーポン」がいよいよ動き出します。全国
でも例がない、本市独自の取り組みで、多様
な体験を通じてこどもたちの成長につながる
仕組みとしたいと考えています。
今年も、新しい事業へ果敢に挑戦するとと

もに、これまで進めてきた事業が実を結べる
よう、全力で市政に取り組んでまいります。

 あけましておめでとうございます 

オレンジリボン運動を知っていますか。こ
の運動は、児童虐待のない社会の実現を目指
す市民運動です。
平成16年に栃木県で幼い兄弟が虐待によ
って命を落とす痛ましい事件が起こりました。
この事件をきっかけに、「カンガルーOYAMA」
という団体が、二度とこのような事件が起こ
らないようにと願い、児童虐待防止を目指し
てオレンジリボン運動を始め、全国に広がり
ました。
シンボルマークであるリボンのオレンジ色
は、こどもたちの明るい未来を表しています。

オレンジリボンを胸につけることで、「保護
者だけでなく、社会全体でこどもを育む」と
いう理念を基に子育てを温かく見守り、子育
てを手助けする意思を示します。
また、児童虐待の防止等に関する法律で私

たちの義務として規定される児童虐待通告も
オレンジリボン運動と同様、「社会全体でこ
どもを育む」という理念に基づいています。
「虐待かも」と感じたときには、迷わず児童
相談所虐待対応ダイヤル「１

イチ

８
ハヤ

９
ク

」にお電話
いただくか、こども家庭センターへお知らせ
ください。

 児童虐待のない社会を目指して 

vol.57

11No.1684　令和8（2026）年1月上旬号



式場では、神職によるお祓
は ら

いの後、仲人狐
の「コンコンコン」の発声で式が始まります。
三
さ ん

々
さ ん

九
く

度
ど

の盃
さかずき

が交わされた後、参拝者に祝儀
袋がまかれます。祝儀袋には、お守りとして
持っているとお金を得ると言われる榊

さかき

葉
ば

が入
っています。

華やかな婚礼衣装に狐の面や尾を付けた姿
で結婚式を挙げ祝儀袋をまく様子は、見学す
る人々に幸福感を与えています。ぜひ訪れて
みてはいかがでしょうか。

市立博物館では３月１日（日）まで、昭和初
期から太平洋戦争を経て大きく変化した激動
の暮らしを紹介する企画展「昭和のくらし 
昭和のまつり」を開催しています。

本展は、電気･ガス･水道がまだ家庭では便
利に使えなかった「昭和初期」と、電化製品
が少しずつ家庭に入り、暮らしが豊かになり
つつあった「昭和30年代」の二つのテーマ
展示を中心に、暮らしの道具を切り口として、
人々の生活がどのように移り変わったのかを
紹介します。

また、いつの時代も暮らしを彩ってきたも
のの一つに祭りがあります。そこで、今回は
戦前から四日市で最大の祭礼として多くの
人々に親しまれた「四日市祭」を取り上げま
す。練り物や豪華な山車が出て最盛期を誇っ
た戦前の四日市祭と、四日市空襲で山車など
が焼失したものの、一部復興した戦後の四日
市祭を比較しながら、その歴史をたどります。

当時の貴重な写真や実際に使用されていた
道具を展示していますので、ぜひご覧くださ
い。

「みやまどさん」と呼ばれ親しまれている
海山道神社では、毎年節分の日に厄

や く

祓
ばらい

行事と
して「狐の嫁入り神事」が行われ、大勢の人
でにぎわいます。

これは海山道神社の神様の使いである福
ふ く

徳
と く

家
け

の娘狐・福
ふ く

子
こ

が、助
す け

四
し

郎
ろ う

家
け

の跡継ぎ狐であ
る助

す け

太
た

郎
ろ う

のもとへ嫁入りする道中を表してい
ます。

新郎・新婦は仲
な こ う ど

人・親族を伴って練り歩き、
参道の鳥居をくぐって本殿前の広場に設けら
れた結婚式場に向かいます。

鯨船山車模型

狐に扮
ふん
して祝儀袋をまく新郎・新婦

 海
み

山
やま

道
ど

神 社「 狐
きつね

の嫁 入り神 事」

文化財さんぽ
B U N K A Z A I  S A N P O

問 文化課（ TEL 354-8238　 FAX  354-4873）

Vol.45

 企画展 
「昭和のくらし　昭和のまつり」

問 博物館・プラネタリウム（ TEL 355-2700　 FAX  355-2704）

Vol.110
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■人口　305,232人
　［11月末日現在（前年比−1,382）］
■火災件数　７件
　［11月分（前年比＋２）］
■交通事故件数　902件
　（11月分）

四日市市ホームページ

テ レ ビ ウ ェ ブ／ ア プ リ

ホームページ

https://www.city.
yokkaichi.lg.jp

広 報 紙

■マチイロ ■ Lorcle
「四日市市」
を選択

■
●自動翻訳機能
　（ポルトガル語、ベトナム語ほか20言語）
●自動音声読み上げ

S N S

Facebook X

YouTube Instagram
四日市市
LINE

公式アカウント
＠yokkaichicity

友だち募集中

ラ ジ オ

CTY-FM（FM76.8MHz）

東海ラジオ
（AM1332kHz ／ FM92.9MHz）

■なるほど！防災
　 時 ㊊ 17：30／㊍ 8：30

■人権を確かめあう日
　 時 毎月22日（１月は、７：30／ 

11：54／13：54／16：30／
18：30）

■１・２・３
　四日市メガリージョン ！！ ８
　 時 ㊏ 20：00

■マンスリーよっかいち
　 時 第１・３㊐ ８：54／14：54

■よっかいち わいわい人探訪！
　 時 第２・４㊐ ８：54／14：54

■ ALO！YOKKAICHI
　 時 ㊏ 19：54

編 集 後 記 特 集 に 関 す る こ ぼ れ 話

CTY（地デジ 12ch） 三重テレビ（地デジ 7ch）

　少子化が進む中で、中学校の部活動は今、新たなかたちへと変わりつつ
あります。今回特集した休日部活動の地域展開は、部活動を「縮小」とし
て捉えるのではなく、地域の力を生かしてこどもたちの選択肢を広げる前
向きな取り組みです。学校の枠を越えて多様な大人や仲間と出会い、自分
の「好き」や「挑戦したい」に出会える機会が増えていくことは、大きな
意味を持つのではないでしょうか。こどもたちの可能性が、地域とともに
さらに広がっていくことを期待しています。（服部）

■四日市市からのお知らせ
　 時 １月９日㊎、１月23日㊎
　　　２月６日㊎
　　　12：30／18：20／20：30

■「Mie ライブ」内
　 旬感☆ Mie コーナー
　 時 ２月２日㊊ 18：00ごろ

市 の 情 報 発 信市 の 情 報 発 信
C I T Y  I N F O R M A T I O NC I T Y  I N F O R M A T I O N

1月
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